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市議会だより第12４号クイズの答え
　　〇の中にはどんな数字が入るのでしょうか？　
　 陸前高田市令和5年度陸前高田市の一般会計予算は？
     　「○○○億円」　
　　　　　　　（答え）158 億円

　市民の皆さまから議会に寄せられた意
見・要望などを一部ご紹介します。
　（文章が長い場合は、抜粋して掲載させていただきます）

◯市議会だよりで「フレイル対策」の記事を読んでの意見
ですが、高齢者が健康で日々生活できれば、健康保険・介
護保険を使う事も少なくなり市の負担も軽くなると思う。
◯モビタ（グリーンスローモビリティ）への意見ですが、
平日Ａ・Ｂまで行くのが大変であまり利用できていない。
例）Ａ・Ｂ→栃ヶ沢→鳴石→和野→イオン等のコースがあ
れば、利用回数が増えると思う。

〈あて先〉
　〒029-2292　陸前高田市高田町字下和野１00　
　　　　　　　　　 陸前高田市議会事務局　宛
〈しめきり〉
　令和５年８月31日（木）２（当日消印有効）

○の中にはどんな文字が入るでしょうか？　

大震災で、県立高田高校の実習船「〇〇〇」が、
太平洋を２年間漂流しクレセントシティ市へ漂着、
発見、洗浄、返却運動をしてきたデルノーテ高校
生の活動で、陸前高田市とクレセントシティ市は、
姉妹都市協定を結び、絆の交流が続いています。  
　　　　※ヒント：「〇〇〇」には、ひらがな３文字が入ります。

〈応募方法〉クイズの答え、住所、氏名、年齢を記入の上、
ハガキまたはＦＡＸ（0192-53-1210）で応募してください。
　また、議会だよりを読んだ感想、市議会への意見・要望
などを必ず記入してください。
　正解者の中から抽選で５人に粗品をお贈りします（当選者
の発表は発送をもって代えさせていただきます）。
※いただいた意見・要望などは次回の議会だよりに掲載
することがあります。（住所、氏名は掲載しません）。

議会だより　ク　イ　ズ議会のうごき

＜４月＞
 ４日　広報小委員会 
 ７日　広報小委員会
11日　議会運営委員会
12日　広報小委員会
13日　第75回東北市議会議長会定期総会 ( 議長出席)
14日　第75回東北市議会議長会定期総会（議長主席）
19日　全員協議会 / 広聴小委員会
20日　岩手県市議会議長会第1回定期総会(議長出席)
＜５月＞
11 日　高知県南国市議会行政視察 ( 議長出席 )
15 日　議会運営委員会
18 日　令和５年度岩手・宮城県際市町議会議長会幹

　事会（議長出席）
19 日　全員協議会 / 広聴小委員会 / 復興対策特別委

　員会理事会 / 広聴広報理事会 / 産業建設常任
　委員会 / 広報小委員会

23 日　令和５年度道路関係縦軸２団体合同総会 ( 議
　長出席 )

＜６月＞
 １日　第１回気仙地区議会議員協議会役員会（議長、
　　　 副議長出席）
 ３日　行幸啓（議長対応）
 ４日　第７３回全国植樹祭（議長ほか議員出席）
 ８日　市政調査会理事会
13 日　議会運営委員会 / 県民体育大会選手団結団式
　　　　（議長出席）
14 日　全国市議会議長会第 99 回定期総会（議長出席）
15日　地元選出国会議員への要望活動等（議長出席）
16 日　本会議/全員協議会/各常任委員会/各小委員会
21 日　本会議（一般質問）/ 会派代表者会
22 日　本会議（一般質問）/ 市議会市長申入れ
23 日　本会議（一般質問）/ 予算等特別委員会
26 日　予算等特別委員会 / 三陸沿岸道路東松島山田
　　　 間機能強化連携協議会設立総会（議長出席）　
　　　 / 米国クレセントシティ市訪問団歓迎式（議　
　　　 長ほか議員出席）
27 日　復興対策特別委員会 / 広聴広報特別委員会 / 各
　　　 常任委員会
28 日　実習船かもめ漂着 10 周年タイルアート受入式
　　　（議長出席）/ 国道 343 号・広域幹線道路整備
　　　 促進期成同盟会総会（議長出席）
29 日　第２回定例会閉会 / クレセントシティ市訪問
　　　 団演説会 / 全員協議会 / 広報小委員会
30 日　国道 397 整備促進期成同盟会総会（鵜浦昌
　　　 也議員、大和田加代子議員出席）

４月～６月

令和５年４月以降の議会の主な活動状況を次のとおり
お知らせします。

議 会 一 口 メ モ ⑥
【動議】　会議の進行や手続きについて、議員から議会に
対して、または委員から委員会に対して行われる提議で、
議会または委員会の議決を経ることが必要となります。
【審議】　本会議で、議案などの案件について当局から説
明を聞き、質疑し、討論を重ね、表決する一連の過程の
ことです。　　　　
【審査】　委員会で、付託を受けた議案、請願などを討議し、
委員会としての結論を出す一連の過程のことです。
【採決】　本会議で議長が表決をとる行為のこと。委員会
の場合は委員長が表決をとる行為のことです。また、表
決の結果、賛否により決定することを議決といいます。
（担当・鵜浦昌也）
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２
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く
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て
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○
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令
和
５
年
３
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以
降
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開
催
し

た
全
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協
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の
市
当
局
案
件

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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毒
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で
国
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か
ら
聴
取

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦

昌
也
委
員
長
、委
員
６
人
）は
５
月

19
日
、
漁
業
関
係
者
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
貝
毒
に
関
し
、
農
林

水
産
省
の
担
当
者
か
ら
現
状
に
つ

い
て
聞
き
取
り
調
査
を
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
貝
毒
発
生
は
、
ホ
タ
テ

や
カ
キ
な
ど
二
枚
貝
を
生
産
す
る

漁
業
者
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
省
の

担
当
者
ら
か
ら
市
役
所
で
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
所
管
事
務
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
省
消
費
・
安
全
局
畜
水
産
安

全
管
理
課
水
産
安
全
室
の
阿
部
智

室
長
は
「
今
年
は
例
年
に
な
く
貝

毒
の
発
生
件
数
が
多
い
」と
強
調
。

「
温
暖
化
の
影
響
か
、
海
水
温
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
要
因
の

ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
な

が
ら
、「
貝
は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を

エ
サ
と
す
る
が
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
中
に
は
人
に
麻
痺
や
下
痢
を
引

き
起
こ
す
毒
を
持
っ
た
も
の
も
あ

り
、
こ
の
有
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

東
日
本
大
震
災
時
の
津
波
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よ
り

巻
き
上
が
っ
て
広
が
っ
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と
も
考

え
ら
れ
る
」
な
ど
と
説
明
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
同
省
と
し
て
は
「
生

産
海
域
で
貝
毒
の
監
視
や
管
理
措

置
に
つ
い
て
都
道
府
県
に
通
知

し
、
生
産
実
態
に
応
じ
た
リ
ス
ク

管
理
体
制
を
推
進
し
て
い
く
」
と

し
、「
都
道
府
県
へ
の
交
付
金
に

よ
り
管
理
体
制
の
整
備
を
支
援
し

て
い
く
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　

委
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な
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の
生
産
者
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に
と
っ
て
深
刻

な
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。
今
後
も
発
生
を
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え
る

研
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な
ど
に
補
助
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を
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し
、
国

が
率
先
し
て
対
応
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
要
望
し
ま
し
た
。
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同
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会
は
６
月
27
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、
市
役
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で
所
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事
務
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査
を
行
い
、
貝

毒
対
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を
求
め
る
意
見
書
を
国
に

提
出
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
市
水
産

課
の
石
川
浩
課
長
が
説
明
。
最
近

の
状
況
に
つ
い
て
「
全
県
的
に
見

て
も
最
近
に
な
い
ほ
ど
貝
毒
が
発

生
し
て
い
る
。
各
種
関
係
機
関
や

施
設
で
発
生
を
抑
え
る
た
め
の
研

究
や
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
実
用
化
さ
れ
て
い
な
い
。

市
と
し
て
も
県
な
ど
へ
抜
本
的
な

対
策
を
求
め
て
い
く
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
内
で
水
揚
げ
さ
れ
て

い
る
ホ
タ
テ
に
つ
い
て
、
震
災

前
の
平
成
21
年
に
は
７
９
８
ト

ン（
金
額
２
億
１
千
３
０
０
万
円
）

だ
っ
た
も
の
が
、
貝
毒
な
ど
の
影

響
に
よ
り
令
和
４
年
は
85
％
減
の

１
１
８
ト
ン
（
同
７
千
６
０
０
万

円
）
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
同
委
員

会
は
「
貝
毒
の
発
生
に
お
け
る
原

因
究
明
と
対
策
に
係
る
意
見
書
」

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
確
認
。

そ
の
内
容
は
原
因
究
明
と
抜
本
的

な
対
策
の
解
明
に
向
け
早
急
に
取

り
組
み
、
持
続
的
な
救
済
措
置
を

講
じ
て
も
ら
う
よ
う
求
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
担
当
・
鵜
浦
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也
）

　

広
聴
広
報
特
別
委
員
会
（
藤
倉

泰
治
委
員
長
）
は
６
月
22
日
、
市

長
に
対
し
、
３
月
に
行
っ
た
一
般

社
団
法
人
・
陸
前
高
田
市
建
設
業

協
会
（
畠
山
正
彦
会
長
）
と
の
議

会
報
告
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
ま

と
め
提
出
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
の
主
な
内
容
は
、
内
陸

部
ま
で
の
道
路
の
整
備
、
企
業
誘

致
・
工
業
団
地
の
確
保
、
道
路
の

整
備
、
燃
料
高
騰
へ
の
対
応
、
業

務
発
注
の
平
準
化
の
５
点
。

　

藤
倉
委
員
長
は
「
今
期
、
３
回

に
渡
り
建
設
業
協
会
と
意
見
交
換

し
、
若
い
経
営
者
を
交
え
て
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
に
つ
い

て
話
す
こ
と
が
で
き
た
」と
説
明
。

　

市
長
は
「
要
望
書
に
は
様
々
な

想
い
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
貴
重

な
情
報
で
あ
り
、参
考
に
し
た
い
。

特
に
復
興
に
関
わ
っ
て
も
ら
っ
た

人
た
ち
が
次
の
仕
事
を
創
れ
る
よ

う
考
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
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当
・
木
村
聡
）

建
設
業
協
会
の

要
望
ま
と
め
る

　
　
市
長
申
入
れ


